
実施内容 胸腹部大動脈ステントグラフト術後対麻痺に対するナロキソン持続投与

対象 胸腹部大動脈ステントグラフト内挿術後の対麻痺が疑われる患者さん

承認日 2025年12月26日

対象期間 承認日以降永続的に使用

目的・概要

胸腹部大動脈ステントグラフト内挿術後の対麻痺は、ステントグラフトに

より肋間動脈が閉塞し、脊髄虚血により生じると考えられる術後合併症で

す。

麻薬拮抗薬であるナロキソンは、内因性オピオイドに対しての拮抗作用か

ら脊髄の血流を改善し、対麻痺の症状を軽減する可能性が報告されていま

す。

診療科 心臓血管外科

使用場所 ICU

使用条件
1時間に体重1kgあたり1μgとなるようにナロキソンを持続静注します。経

過に応じて３日から５日ほど継続します。

予想される不

利益と対策

ナロキソンの薬理作用に伴う有害事象として、肺に水がたまり、息苦しさ

などの症状が現れる場合がありますが、適切な観察を行うことで早期に発

見し、適切に対応します。

本診療の任意

性と撤回の自

由について

この診療行為へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくもので

す。ご不明な点やご心配な点がございましたら、ご遠慮なく下記の連絡先

までお申し出ください。この診療行為を希望されない場合でも不利益を被

ることはありません。なお、添付文書の定める範囲内での使用では安全に

医療を提供できないと医師が判断した場合、再度ご説明させていただく場

合があります。

問い合わせ先
東邦大学医療センター佐倉病院　心臓血管外科

電話：043-462-8811（代表）
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